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  飛鳥寺出土文字瓦の調査
飛鳥寺は崇峻天皇元年（588）創建の日本初の本格

的寺院として知られています。その瓦生産については、
百済から「瓦博士」が、そのほかの寺院造営技術者と
ともに派遣されたことが記録に残ること、および実際
に飛鳥寺から出土する瓦が百済のものと類似すること
から、百済の瓦工人の深い関与が確認されています。
飛鳥寺の発掘調査は、1956年および1957年の中
心伽藍の調査以降、奈良文化財研究所が継続的に進
めてきました。これまでの調査では大量の瓦が出土
しており、ヘラ描き文字瓦（以下、文字瓦）の出土
も報告されていました。こうした既報告の文字瓦の
うちの数点について、東野治之氏（奈良大学文学部
教授）が釈読の可能性を指摘され、未報告のものも
合わせて、東野氏、狭川真一氏（公益財団法人元興
寺文化財研究所）とともに考古第三研究室、史料研
究室が再調査をおこないました。このうち主なもの
を紹介します。
①・②は、平瓦凸面に平瓦を指す「女

め

瓦
がわら

」の文字を

刻んでいます。瓦はいずれも7世紀後半のものと考
えられ、「女瓦」と記した最古級の文字資料と位置づ
けられます。このうち②は、川原寺創建期の平瓦と
同じ特徴を持っており、川原寺から飛鳥寺へ瓦が持
ち込まれた可能性も考えられます。③は、平瓦凸面
に「白

し ら か べ

髪部」と刻んでいます。これは、瓦生産に関わっ
た工人の集団名または氏族名とも推定されます。④
は、平瓦凸面に「飛」と刻しており、飛鳥や飛鳥寺な
どを意味した可能性があります。⑤は、平瓦凸面に「多
多多多名名」と刻む習書（文字の練習）です。⑥は、
平瓦凸面に刻まれた文字の一部が「僧都」とすれば、
僧尼を管理する僧

そう

綱
ごう

の一つを指す可能性があります。
これらの瓦のうち、①、②、③、⑥は7世紀後半
ないしそれ以降のものと考えられます。飛鳥寺の補
修等の際に製作され、用いられたものと判断されま
す。いっぽう、④、⑤については、断定しがたいも
のの飛鳥寺創建期にさかのぼるものである可能性も
考えられます。瓦生産が開始されたごく初期の段階
から、瓦に文字を記す行為があったことが知られ、
興味深い資料です。�（都城発掘調査部　清野 孝之）
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また、2014年度の調査では、藤原宮造営に先立
つ条坊道路側溝や運河、宮の造営時に破壊されたと
みられる古墳なども検出しています。そのうち、運
河は藤原宮の中心部を南北に貫くように配置され
た幅6ｍ、深さ2ｍの素掘り溝で、藤原宮の造営資
材の運搬に用いられたと考えられています。これま
での調査で確認された総長は570mにもおよび、大
極殿や大極殿南門はこの運河を埋め立てた後に造
営されたことが判明しています。ただし、朝堂院朝
庭（第153次）や大極殿院東回廊（第160次）の調査で
は、大極殿院南門造営開始後にこの運河を東に迂回
させた南北溝が、大極殿南門基壇の東15ｍの位置
で発見されています。
2014年度の調査では、この南北溝が大極殿院内
庭を北流する状況を確認しましたが、新たにこの�
南北溝から北西方向に分岐する溝を検出しました。
運河に起因する排水は、大極殿院南門を迂回したの
ち、再び元の運河の本流に向かって流れていた可能
性が浮上しましたが、詳細については、2015年度
へと持ち越しとなりました。2015年度の調査区の
南半が、2014年度の調査区と重複している点は、
このためです。
こうした運河の排水や埋め立ての過程を通じて
藤原宮の造営過程がより詳しく解明されることが
予想されます。今後の調査の進展にご期待くだ�
さい。
� （都城発掘調査部　廣瀬 覚）

  発掘調査の概要
藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第186次）
大極殿院は、藤原宮の中心部に位置し、周囲を回
廊で囲まれた東西約120m、南北約170ｍの区画で
す。その中央には、即位や元旦朝賀などの儀式の際
に天皇が出御する大極殿があり、南側には正門であ
る大極殿院南門が位置しています。
奈良文化財研究所では、2014年度より大極殿院
内庭部南側の発掘調査に着手しています。2015年
度の調査区は大極殿基壇のすぐ南側の広場部分に
あたり、大極殿院南門の北側を対象とした2014年
度の調査区（第182次）の北側に位置します。調査は、
4月2日より開始し、現在も継続中です。調査面積
は1,548㎡で、後述の理由から、調査区の南半688
㎡は昨年度の調査区と重複します。
2014年度の調査では、大極殿院内庭が朝堂院朝
庭と同様に拳大の礫を敷いて整備されている状況を
確認しましたが、内庭での儀式等に関わる遺構は未
検出に終わりました。いっぽうで、奈良時代から平
安時代にかけての掘立柱建物を3棟、埋納遺構2基
を確認し、宮廃絶後にこの場所で一定の土地利用が
存在した状況があきらかになりました。2015年度
の調査でも、内庭の整備にともなう礫敷や、宮廃絶
後の掘立柱建物等の検出が予想されます。また、藤
原宮の時期の儀式に関わる遺構等についても、その
有無や構造について検討していく予定です。

運河に向かって流れる溝（北西から、2014年度調査区） 調査風景（南東から、右奥の森が大極殿基壇）
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り直しだけではなく、西一坊大路と一条南大路の造
成や路肩の強化をともなう大規模な大路の再整備
工事であったようです。
また、このような大がかりな工事にも関わらず、
西一坊大路西側溝の水を、一条南大路を横切って地
形の低い南へと流すことはしていません。これは、
平城宮佐伯門前の広場機能とその前面に続く一条
南大路の重要性を反映していると考えられます。
第530次調査の成果も考えあわせると、迂回溝を
ともなった西一坊大路と一条南大路の再整備工事
は奈良時代後半におこなわれたものと推定されま
す。奈良時代後半には西大寺の造営や北辺坊の設
置等、平城京右京北部域の大規模な再開発がおこ
なわれています。今回の調査成果は、この再開発
にともなって、右京に面する平城宮の西面中門で
ある佐伯門前の広場や西大寺へのメインストリー
トとなる一条南大路の整備がおこなわれた可能性
を示唆するものです。これらは今後出土遺物の整
理作業を進めながら、さらに詳しく調べていきた
いと思います。
また、今回の調査では、西一坊大路が廃絶した後、
調査区北部を中心に平安時代後期の掘立柱建物群
が展開することもあきらかになりました。中には、
居宅の中心施設になるような大規模な建物もあり
ます。平城京が廃都になった後の土地利用の実態を
あきらかにする手がかりとなる成果です。
� （都城発掘調査部　小田 裕樹）

平城京西一坊大路の調査（平城第546次）
奈良文化財研究所は、現在本庁舎建替事業を進
めています。2014年 2月より旧庁舎の解体工事を
始め、これと併行して同年4月から2015年 2月ま
で新庁舎建設予定地を中心とする発掘調査（第530
次調査）をおこないました。これらの調査成果は
奈文研ニュースNo.54・57でお伝えしたとおり�
です。
今回の調査は、第530次調査であきらかになった
一条南大路北側溝の変遷をふまえ、これに接続する
西一坊大路西側溝との関係や周辺の土地利用のあ
り方をあきらかにすることを目的としました。調査
は2015年4月6日に開始し、6月17日に終了しまし
た。調査面積は1,008㎡です。
今回の調査では、西一坊大路西側溝の変遷があき
らかになりました。西側溝は新旧2時期あり、古い
側溝を埋め立てて、再度新しい側溝を掘り直してい
ました。さらに、この掘り直しに際して、側溝の水
を一時的に迂回させる溝を西一坊大路と一条南大
路の路面上に掘削していたことが新たにわかりま
した。
この迂回溝は、地盤が弱いところや側溝が直角に
曲がるところ等、水の流れで大路の路肩が崩れやす
い場所にあたっています。これらの場所では、溝の
掘り直しと同時に、堅く締まった土による整地が施
されており、路面の浸食や崩壊を防ぐための工夫と
考えられます。どうやら、これらの工事は側溝の掘

調査区全景（南から） 西一坊大路西側溝から迂回する溝（北西から）
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キトラ古墳の天井には、現存する世界最
古の本格的な天文図が描かれています。今
回ご紹介するのは、天文図の金箔と銀箔を
復元して、築造当初の輝きに近づけたもの
です。約350個の星を朱線で結んだ中国式
の74以上の星座と、日月が描かれています。
壁画は描かれてから1300年以上の時を経
て、傷みが進んでいたため、保存のために
取り外して修理することになりました。奈
良文化財研究所では、取り外す前の状態を
記録するため、壁画を高精細デジタルカメ
ラで撮影し、ゆがみが出ないように合成し
たフォトマップを作製しました。このフォ
トマップを漆喰を塗付した紙に印刷し、星
と太陽に金箔、月に銀箔を貼ったものが本
作品です。
このような正確なフォトマップの分析か
ら、キトラ古墳天文図の背景となった、古
代の東アジアの天体観測に迫る研究も進ん
でいます。飛鳥資料館の秋期特別展『キト
ラ古墳と天の科学』では、こうした最新の
研究成果を交えながら、飛鳥時代の科学と
その背景を詳しくご紹介します。ぜひご来
館ください。
� （飛鳥資料館　西田 紀子）
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  安造田東3号墳出土モザイク玉の 
材質・構造調査

1990年、香川県満濃町（現・まんのう町）の安造田
東3号墳から特殊なモザイク玉が出土しました。こ
のようなモザイク玉は日本列島では類例がなく、発
見当初から注目を集めましたが、分析技術上の問題
により、化学分析はおこなわれていませんでした。
それから約四半世紀が経ち、分析装置の発達により
技術的な問題点が解決されたため、今回、マイクロ
フォーカスX線CTを用いた詳細な内部構造調査や、
微小部を分析することのできる蛍光X線分析装置等
を用いた化学分析を実施しました。
その結果、製作技法についてはおおよそ次のよう

に推定できました。まず、赤色ガラス棒に白色ガラ
スを被せ、さらに紺色ガラスを被せます。そして、
その周囲に白色の棒状ガラスを複数本付着させて一
つのモザイク単位とします。これを7本束ねて一本
のガラス棒とし、加熱しながら適当な太さになるま
で引き伸ばして切断します。切断片を再度加熱して
軟化させ、文様と垂直方向から芯棒を挿し込んで孔
を作り出したと考えられます。
さらに、蛍光X線分析による材質調査の結果、本
資料はササン朝ペルシアの領域で生産された可能性
の高い植物灰タイプのソーダガラスであることがあ
きらかとなりました。本資料は、これまでにも文様
などを手掛かりに、海外の類例との比較から西域産
の可能性が指摘されていましたが、今回の材質分析
により、西方地域のガラスの中でもローマや中央ア
ジアのガラスではなく、ササン朝ペルシアのガラス
であることが実証的に示されました。　
�（埋蔵文化財センター　田村 朋美・大河内 隆之）

  奈良・興福寺の明治維新

歴史研究室では東大寺の古文書を調査しています。
そのなかに、明治維新の時の日記を見つけました。興
福寺で実務を担当する承

じようじ

仕という役職にいた、中村
宗円という人の日記です。明治維新で還俗して興福
寺を離れ、その後、ご子孫が史料を東大寺に寄贈し
たために、いま東大寺に残っているのです。
慶応4年（明治元年、1868）の日記からいくつか拾っ

てみます。1月3日に京都出張を命じられますが、途
中の伏見で、旧幕府側と維新側との軍勢がにらみ合っ
て物々しい空気。なんとか京都に着いたら、伏見で戦
争になり、京都も大騒ぎに。鳥羽・伏見の戦いに偶然
遭遇したのです。10日に奈良に還ってくると、維新側
の十津川郷士が奈良を占領していました。2月7日に
は大和国鎮

ちん

撫
ぶ

総
そう

督
とく

や諸藩の軍勢が奈良に到着。彼ら
の宿所を興福寺が提供するので、実務方は大忙し。
そんな中、3月17日には、神仏混

こん

淆
こう

あいならずとのこ
とで、興福寺上層部が対応に苦慮している様子。4月
7日には、上層部は還俗するので、承仕たちも還俗す
るのかどうか、夕方までに返答せよとの命。「歎

なげ

ヶ
かわ

敷
しき

事、
古今未

み

曾
ぞ

有
う

之
の

珍
ちん

事
じ

也
なり

」とは思っても、事ここに至って
は「彼

かれこれもうしあげそうろうまで

レ是申上候迄も無
これなきしだいにつき

之次第ニ付」、還俗することに。
名も、宗円ではなく男

ゆう

也
や

と改名。それからは春日大社
の新

しん

神
しん

司
し

という立場に。しかし7月からは個人的に見
込まれて、発足早々の奈良県に出仕、と、激変する
情勢を記しています。またその中で冷静に仕事をこな
している点に、筆者の人格が偲ばれます。
明治維新期の奈良は、混乱期なので、公文書はあ

まり残っていません。この日記は、当事者の声を伝え
る貴重な記録です。� （文化遺産部　吉川 聡）

上：モザイク玉写真　下：X線CT画像解析 鳥羽・伏見の戦いの時の日記（慶応4年1月3日）
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  考古関連雑誌論文情報補完 
データベースの公開

考古学に関する調べものでは、発掘調査報告書や
専門的な論文を参照することが多くあります。報告
書の目録情報は、奈良文化財研究所が公開している
「所蔵図書データベース」や「全国遺跡報告総覧」な
どで調べることが可能です。ただ、論文は雑誌に記
載されていることが多く、雑誌についての書誌情報
だけでは、詳しいことがわかりません。国立情報学
研究所が無償で公開しているCiNii（サイニー）
Articlesは、学術論文情報のデータベースで、考古
学関係の論文も多数収録されています。しかし、考
古学の領域では、地方で少部数だけ発行された雑誌
も多く、その一部は残念ながらCiNiiにも載ってい
ません。考古学に特化した論文データベースとして
は、日本考古学協会が作成したものも公開されてい
ますが、収録雑誌が少なく、近年の分の追加もおこ
なわれていない状況です。
そこで、奈文研は日本考古学協会の取組を発展さ
せ、CiNiiを補うものとして「考古関連雑誌論文情報
補完データベース」を作成しています。奈文研所蔵
の考古学に関連していると考えられる雑誌でCiNii
に載っていないものを選び、一冊ずつ中身を点検し
て、 論文を抽出してデータの追加をおこなっていま
す。このデータベースによって、引用などで存在し
ていることはわかっているのに、なかなか到達でき
ない貴重な資料が少しでも参照しやすくなること
を期待しています。
� （企画調整部　森本 晋）

  古代の「曼椒油」

『正倉院文書』等の古代の文字史料には、「胡麻油」
（ゴマ）、「荏油」（エゴマ）、「麻子油」（アサ）、「閉美油」
（イヌガヤ）、「海石榴油」（ツバキ）、「呉桃油」（クル
ミ）、「曼椒油」（イヌザンショウ）の7種類の植物油
が登場します。古代において、植物油は食用のみな
らず、灯明や染織、塗装等、様々な局面で使われて
いました。
日本における植物油の起源に関しては、神功皇后
の時に遠

お

里
り

小
お

野
の

で榛
はしばみ

から油を搾ったのが初現だと
する説があります。江戸時代の農業者である大

おお

蔵
くら

永
なが

常
つね

が記した『製
せい

油
ゆ

録
ろく

』等にも書かれており、江戸時
代には一般に流布していたのでしょう。しかし、古
代の文字史料には「榛油」は登場しません。
いっぽう、古代において、よく登場するのは、榛
ではなく椒

はじかみ

の油です。その一種であるイヌザンショ
ウから搾った油は「曼椒油」と呼ばれ、灯明油等に
使われていました。
平安時代の『類

るい

聚
じゅ

名
みょう

義
ぎ

抄
しょう

』には、「榛」の読み方に、
「ハシバミ、ハシカミ」と記されており、両者が混
同されていた可能性が考えられます。また、「榛」
の字は「榛の木」と書いてハンノキとも読みます。
ハンノキは古来、染料に用いられ、遠里小野は『万
葉集』にも詠まれるほど、その染織で有名でした。
近世になって、遠里小野は菜種油の一大産地とし

て名を馳せます。江戸時代の農学者達は、このイメー
ジもあり、椒と榛を混同した可能性もあります。いず
れにせよ、古代の人々は、様々な木の実等から油を
得ていたことは確実で、その使い分け等について、
今後も追究を重ねていきたいと思います。
� （都城発掘調査部　神野 恵）

平城京左京三条二坊SD4750から出土した木簡

考古関連雑誌論文情報補完データベース
トップページ
（http://mokuren.nabunken.go.jp/ronbunhokandb/
ronbun.html）

右
：
木
簡
の
赤
外
線
写
真

左
：
木
簡
の
写
真

＊�

木
簡
は
近
赤
外
線
撮
影
を
お
こ
な
う

こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
字
を
浮
き�

出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
丹
波
国
味
田
郡
曼
椒
油
三
斗
」
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飛鳥資料館開館40周年記念 秋期特別展「キトラ古墳と天の科学」
　飛鳥時代、天体を観測し、暦をつくり、時を計ることは、支配者の重要な役割でした。中国や
朝鮮半島から伝えられた最先端の知識が、天の科学と呼ぶべき科学技術のもとになっています。
キトラ古墳の天文図、水落遺跡の漏

ろう

刻
こく

、石神遺跡の具
ぐ

注
ちゅう

暦
れき

木簡等は、飛鳥時代の天の科学の実
態を知ることができる貴重な資料です。
　また、石神遺跡から出土した須

しゅ

弥
み

山
せん

石
せき

も支配者の権力を表すものでした。世界の中心を象徴す
る須弥山石の周りで蝦夷や外国使節の饗宴、儀礼をおこなうことで、支配の正当性を誇示したの
です。飛鳥時代の天の科学は平安時代以降の仏教美術や近世の天文学にもつながっていきます。
　今回の展覧会では、キトラ古墳天文図にかかわる最新の研究成果を中心に、考古資料と天文
関係資料・美術品等を紹介しながら、飛鳥時代の天の科学に迫ります。
� （飛鳥資料館　石橋 茂登・西田 紀子）
会　　期：10月 9 日（金）～11月29日（日）会期中無休
開館時間： 9：00～16：30（入館は16：00まで） 
講 演 会：�10月31日（土）13：00「キトラ古墳と天の科学」　於：明日香村中央公民館（明日香村川原91- 1）公共交通機関をご利用下さい。

高柳 雄一（多摩六都科学館）・中村 士（大東文化大学東洋研究所）・相馬 充（国立天文台）ほか
ギャラリートーク：10月16日（金）、11月15日（日）各日10：00～、15：00～
ホームページ：http://www.nabunken.go.jp/asuka/　お問合せ：☎0744－54－3561（飛鳥資料館）
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

平城宮跡資料館 平成27年度秋期特別展
「地下の正倉院展　造酒司木簡の世界」
　2015年、平城宮跡造

ぞう

酒
しゅ

司
し

出土木簡568点が、一括して国の重要文化財に指定されました。今
年度の地下の正倉院展は、これを記念して、新指定の木簡をご覧いただく展示を企画しました。
造酒司とは、酒や酢の醸造をつかさどる役所です。今回指定されたのは、1964年から65年にか
けておこなわれた発掘調査で見つかった木簡で、調査地が造酒司であったことを特定する重要
な根拠となりました。木簡からは、酒造りを中心とする様々な日常業務の様子をうかがうことが
でき、中には724年におこなわれた聖武天皇の大

だい

嘗
じょう

祭
さい

に関わるものも見られます。造酒司跡では、
その後も数次にわたる発掘調査がおこなわれており、それらの成果もあわせてご紹介します。秋
の一日、造酒司木簡の語る世界をじっくりと味わっていただければ幸いです。
� （都城発掘調査部　桑田 訓也／企画調整部　中村 玲）
会　　期：�10月17日（土）～11月29日（日）月曜休館（11月 2 日、23日は開館。11月24日（火）は休館）�

（Ⅰ期）10月17日（土）～10月30日（金）　（Ⅱ期）10月31日（土）～11月15日（日）　（Ⅲ期）11月17日（火）～11月29日（日）
開館時間： 9：00～16：30（入館は16：00まで）
ギャラリートーク：（Ⅰ期）10月23日（金）、（Ⅱ期）11月 6 日（金）、（Ⅲ期）11月20日（金）各日14：30～
ホームページ：http://www.nabunken.go.jp/heijo/museum/　お問合せ：☎0742-30-6753（連携推進課）

編集　「奈文研ニュース」編集委員会
発行　奈良文化財研究所　http://www.nabunken.go.jp
E メール　jimu@nabunken.go.jp
発行年月　2015年9月

■　お知らせ
飛鳥資料館開館40周年記念秋期特別展
　2015年10月9日（金）～11月29日（日）
　「キトラ古墳と天の科学」
平城宮跡資料館秋期特別展
　2015年10月17日（土）～11月29日（日）
　「�地下の正倉院展　造酒司木簡の世界」
特別講演会（東京会場）
　2015年10月24日（土）　於：有楽町朝日ホール
　「発掘遺構から読み解く古代建築」
第117回公開講演会
　2015年11月7日（土）　於：平城宮跡資料館
■　記　録
文化財担当者研修
　○報告書作成Ⅰ（編集基礎）課程
　　2015年 7月6日～10日� 14名
　○報告書作成Ⅱ（応用制作）課程
　　2015年 7月13日～17日� 10名

　○遺跡情報記録調査課程
　　2015年 9月8日～11日� 10名
　○土器・木製品調査課程
　　2015年 9月14日～18日� 11名
飛鳥資料館開館40周年記念夏期企画展
　2015年 8月7日～ 9月13日
　第 6 回写真コンテスト作品展
　「ひさかたの天

そら
─いにしえの飛鳥を想ふ─」� 4,088名

■　最近の本
　○奈良文化財研究所  編�
　　『遺跡の年代を測るものさしと奈文研』
� ㈱クバプロ　2015年7月




